



The number of FoxP3・positive tumor infiltrating lymphocytes in 


















［対象／方法］ 2005年 1月から 2015年9月に両側乳癌の手術を同時に施行
した患者を対象とした．両側または片側の ductalcarcinoma in situ，遠
隔転移を有する症例，術前薬物療法を施行した症例は対象外とした．手術
検体の腫湯中央一割面において腫蕩境界内の FoxP3+TILsを High






腫療 (p==0.046),nuclear grade(NG)3 (pく0.001）や HER2または
Basal・ like typ巴（p==0.006）などの対側よりもアグレッシブな因子におい
てFoxP3+TILsは統計学的に有意に多かった．次にどの臨床病理学的因
子が最も FoxP3+TILsの誘導に関与しているかlこついて検討を行った．
単変量解析において，腫湯径やリンパ節転移で、はなく， NG(p=0.007）やサ
ブタイプ (p=0.03）が FoxP3+TILsの変化数に関連していた．多変量解析
では NGが FoxP3+TILsの変化に関与する唯一の因子であった
(p=0.046). 
［結語］同時性両側性乳癌において，腫湯境界内の FoxP3+TILsは臆蕩径
やリンパ節転移などの腫蕩の進展ではなく，アグレッシブ、なバイオロジ
ー，特に高度NGの影響を強く受けていると考えられた．
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